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十
二
月
議
会
定
例
会

算
予

〇
平
成
25
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

 

主
な
歳
入

　

普
通
交
付
税�

１
０
０
０
万
円

　

分
担
金
及
び
負
担
金
（
獣
肉
処
理
施
設
整

備
負
担
金
等
）�

２
２
４
万
円

　

県
負
担
金
（
自
立
支
援
医
療
費
等
）

　

�

８
５
０
万
円

　

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）�

３
１
２
万
円

　

基
金
繰
入
金�

１
５
０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税

増
収

〇
平
成
25
年
度
若
桜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
）

　

63
万
円
を
追
加
し
、
総
額
５
億
５
８
７
万

円
と
し
た
。

　 

◆
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例

　

延
滞
金
・
還
付
加
算
金
割
合
の
引
き
下
げ

◆
若
桜
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

位
置
変
更
（
浅
井
２
８
９
番
地
へ
）

　
◆
原
子
炉
の
再
稼
働
に
反
対
し
、
原
子
力
に

頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
を
求

め
る
意
見
書

◆
消
費
税
の
複
数
税
率
導
入
と
新
聞
へ
の
軽

減
税
率
適
用
を
求
め
る
意
見
書

若
桜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

竹
本
光
子
委
員
の
任
期
満
了
と
な
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
竹
本
委
員
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期　

平
成
25
年
12
月
21
日
か
ら

平
成
29
年
12
月
20
日
ま
で

〇
平
成
25
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
３
号
）

　

78
万
円
を
追
加
し
、総
額
36
億
２
８
３
３
万

円
と
し
た
。

◆
若
桜
町
獣
肉
解
体
処
理
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

※
訂
正
…
わ
か
さ
議
会
だ
よ
り
一
四
六
号
の

二
頁
。
民
生
費
「
障
が
い
者
福
祉
費
」

８
８
３
５
万
円
を
１
億
１
３
５
４
万

円
、
消
防
費
「
災
害
対
策
事
業
」

１
３
０
２
万
円
を
１
３
０
１
万
円
に

訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
さ

れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
国
政
に
お
い
て
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
、
自
民
党
が
単

独
過
半
数
の
議
席
を
確
保
し
、
国
会
の
衆
参
ね
じ
れ
は
、
解
消
す
る

と
と
も
に
、
自
民
党
・
公
明
党
連
立
の
巨
大
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
株
価
は
約
２
倍
に
上
昇
し
、
日
本
経

済
は
再
生
し
た
か
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち

地
方
に
は
、
ま
だ
ま
だ
恩
恵
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
安
倍
内
閣
の
も
と
、
情
報
公
開
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
な
い

中
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
早
期
妥
結
交
渉
、
米
減
反
政
策
の
廃
止
、
本
年
４

月
か
ら
消
費
税
３
％
値
上
げ
実
施
等
、
幾
多
の
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
、

産
業
、
経
済
、
生
活
等
に
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
強
行
採
決
、
共
謀
罪
新
設
や
憲
法

改
正
の
動
き
も
感
じ
ま
す
。
中
山
間
地
域
に
暮
ら
す
我
々
が
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
改
革
と
な
る
か
注
視
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
異
常
気
象
で
大
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
幸
い
若

桜
町
に
お
い
て
は
、
大
き
な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ

局
地
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、
河
川
氾
濫
が
起
き
る
と
も
限
り
ま
せ

ん
。
常
日
頃
、
防
災
意
識
を
持
っ
て
安
全
な
内
に
避
難
す
る
習
慣
を

持
つ
こ
と
（
自
助
）
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
集
落
の
自

主
防
災
活
動
で
、被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
努
力（
共
助
）を
し
、

不
幸
に
も
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
行
政
の
支
援
（
公
助
）
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
地
方
の
事
は
地
方
自
ら
考
え
、
自
ら
行
い
、
自
ら
責
任
を
取
る
」

地
方
分
権
時
代
に
突
入
し
、
い
か
に
し
て
自
分
の
町
を
発
展
さ
せ
る

か
、
町
村
間
で
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
で
、

若
桜
町
の
一
番
の
課
題
は
、少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
で
、様
々

な
面
で
の
担
い
手
不
足
で
す
。
毎
年
の
議
会
報
告
会
に
お
い
て
も
、

各
会
場
で
若
者
の
定
住
、
少
子
化
対
策
の
打
開
策
を
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
解
決
策
と
し
て
は
、
誰
か
が
し
て
く
れ
る
受
身
の
姿
勢

で
な
く
、
自
助
・
共
助
活
動
へ
の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。

　

地
方
の
裁
量
権
が
拡
が
っ
た
点
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
が
、
若

桜
町
独
自
の
判
断
で
行
わ
れ
る
政
策
も
増
え
る
た
め
、
議
会
の
責
任

も
重
く
な
る
こ
と
を
自
覚
し
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
届
く
頃
に
は
、
議
員
改
選
選
挙
の
最
中
と
思

い
ま
す
が
、
現
議
員
も
微
力
な
が
ら
４
年
間
一
生
懸
命
に
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、
町
民
の

安
心
・
安
全
、
福
祉
向
上
に
努
め
て
来
ま
し
た
。
少
し
で
も
皆
様
の

お
役
に
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

若
桜
町
議
会

　
　
　

議
長　

岡
本

　和
廣

平成
25年度

一
般
会
計
総
額２

１
１
９
万
円
の
追
加
補
正

36
億
４
９
５
３
万
円

例
条

例
条

員
提
出
議
案

議

　ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
も
若
桜
を

　
　
　
　
　想
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

平成25年第６回議
会 定 例 会 は12月10日に

招集され、町長から提出さ
れた議案５件、議員提出議案
２件を慎重審議の結果、全

議案を可決し、12月13日
に閉会しました。

 

主
な
歳
出

　

一
般
企
画
（
高
速
バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
）

�

１
５
０
万
円

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立�

３
１
２
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業�

１
０
８
万
円

　

参
議
院
議
員
選
挙�

△
１
０
１
万
円

　

障
が
い
者
福
祉
事
業
（
医
療
扶
助
等
）

�

１
９
０
万
円

　

支
援
費
事
業
（
障
が
い
者
支
援
等
）

�

１
１
９
３
万
円

　

隣
保
館
運
営
事
業
（
工
事
請
負
費
等
）

�

△
３
５
３
万
円

　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
（
工
事
請
負
費
）

�

２
１
５
万
円

事
人

算
予

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

ふるさと納税を使っての稚魚放流

11
月
議
会
臨
時
会

11 

５
11
５
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坂本　等 議員

Q
①
人
口
減
少
に
よ
り
地
方

交
付
税
や
町
税
の
減
少
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
歳
出
面
で

は
氷
ノ
山
関
連
施
設
や
道
の

駅
、
味
工
房
等
箱
物
の
運
営

経
費
、
町
道
・
橋
梁
、
上
下

水
道
施
設
等
の
維
持
補
修
、

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど

多
額
の
費
用
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
中
長
期
的
な
財
政
の
見

通
し
を
伺
い
ま
す
。

Q
②
町
民
所
得
の
推
移
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A
①
本
年
度
末
の
基
金
積
立

額
は
約
20
億
円
。
一
方
起
債

の
残
額
は
約
52
億
円
で
年
間

約
４
億
円
の
元
利
償
還
が
必

要
で
す
。
大
型
の
建
設
計
画

は
当
面
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施

設
の
統
合
や
町
営
住
宅
整
備

な
ど
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
健
全
財
政
を
堅
持

し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を

進
め
ま
す
。

A
②
平
成
21
年
度
と
25
年
度

を
比
較
し
て
み
る
と
、
営
業

所
得
で
は
、
２
億
４
０
０
万

円
が
１
億
５
０
０
万
円
に

減
少
。
農
業
は
、
マ
イ
ナ

ス
３
７
０
０
万
円
が
マ
イ
ナ

ス
６
０
０
万
円
に
。
山
林
は

20
万
円
で
変
わ
ら
ず
。
給
与

所
得
は
、
30
億
３
０
０
０
万

円
が
25
億
６
０
０
０
万
円
に
。

年
金
は
、
５
億
４
９
０
０
万

円
が
５
億
５
５
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
推
移
を
予
想
し
て
い

ま
す
。

Q
①
消
費
税
率
が
平
成
26
年

４
月
か
ら
８
％
に
、
27
年
10

月
か
ら
10
％
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
障
費
に
充
当
さ
れ
ま

す
が
、
町
民
に
は
大
き
な
負

担
増
と
な
り
ま
す
。
増
税
に

つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

Q
②
公
共
料
金
へ
の
転
嫁

は
、
料
金
を
減
額
す
る
こ
と

で
総
額
の
据
え
置
き
を
考
え

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A
①
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
と
し
て
、
医
療
、
介

護
、
年
金
な
ど
増
加
す
る
財

源
を
確
保
す
る
た
め
に
や
む

を
得
な
い
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
今
後
、社
会
保
障
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
充
実
し
、

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

国
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。

A
②
基
本
的
に
は
転
嫁
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
料
金
を

値
下
げ
し
、
総
額
を
据
え
置

く
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録 坂本　　等 議員

中尾　理明 議員

前住　孝行 議員

上川裕見子 議員

質 

問 

者一般質問Ｑ Ａ 　12月議会定例会の一般質問は、12月11日に行われ、
４人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

坂本　等 議員中尾　理明 議員

Q　

役
場
に
で
き
た
福
祉
事

務
所
は
、
当
初
の
目
的
ど
お

り
の
事
業
運
営
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

小
林
昌
司
町
長

A　

こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て

き
た
生
活
保
護
業
務
な
ど
を

町
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
今

ま
で
県
を
通
し
て
の
業
務
で

し
た
が
、
す
べ
て
の
業
務
を

町
で
行
い
、
申
請
か
ら
決
定

ま
で
の
一
連
の
業
務
を
町
で

実
施
で
き
、
目
的
は
達
成
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Q　

近
場
で
業
務
が
完
結
で

き
る
の
は
町
の
福
祉
事
務
所

の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
一
方
で

は
、
身
近
す
ぎ
て
気
に
な
り
、

出
向
け
な
い
方
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
今
後
も
力

を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
法
改

正
に
つ
い
て
、
生
活
扶
助
を

受
け
る
権
利
の
抑
制
と
支
援

事
業
へ
の
誘
導
に
よ
る
申
請

権
の
侵
害
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
す
で
に
保
護
費
の
減
額

が
行
わ
れ
、
生
活
保
護
家
庭

へ
の
影
響
は
広
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。
今

後
、
生
活
困
窮
家
庭
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
視
点
で
取
り
組

ま
れ
ま
す
か
。

小
林
町
長

A　

本
年
８
月
に
行
わ
れ
た

基
準
改
定
は
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い
世
帯
と
の
不

均
衡
是
正
の
た
め
で
、
生
活

保
護
基
準
額
や
計
算
式
の
変

更
に
伴
い
、
ほ
と
ん
ど
が
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
場

Q　

11
月
開
催
さ
れ
た
「
町

民
福
祉
大
会
」
で
、
わ
か
さ

生
協
診
療
所
守
山
所
長
が
講

演
さ
れ
、「
美
し
く
豊
か
な

自
然
環
境
に
あ
る
若
桜
の
地

で
、
長
寿
を
全
う
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
必
要
性
」、「
高
齢

化
が
進
む
若
桜
は
危
機
感
を

持
っ
て
援
護
シ
ス
テ
ム
を
作

る
必
要
性
」
を
訴
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
高
齢
者
等
見
守
り

の
必
要
な
方
へ
の
「
お
元
気

で
す
か
」
コ
ー
ル
は
進
ん
で

い
ま
す
か
。

小
林
町
長

A　

現
在
11
名
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
電
話

に
よ
り
毎
週
金
曜
朝
、
登
録

さ
れ
て
い
る
方
へ
様
子
を
伺

い
ま
す
。
返
事
の
な
い
方
に

対
し
て
は
、電
話
す
る
な
り
、

訪
問
し
て
い
ま
す
。
早
く
、

要
援
護
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を

完
成
さ
せ
、
安
心
し
て
老
後

を
過
ご
せ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
高
校
生
へ
の
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
ま
し
た
。

合
に
よ
っ
て
は
、
増
額
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
法
改
正
案
及

び
困
窮
者
自
立
支
援
法
案
が

可
決
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
も
取
り
扱
い
が

変
更
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

た
め
、
申
請
権
の
侵
害
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
案
に
つ
い
て
は
、

生
活
保
護
に
至
る
前
の
人
が

対
象
で
、
相
談
者
の
申
請
意

思
を
妨
げ
ず
、
親
切
丁
寧
に

対
応
し
、
必
要
な
支
援
を
行

う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

以
前
か
ら
の
老
齢
加
算

の
廃
止
、
昨
年
か
ら
の
大
幅

な
保
護
費
削
減
に
よ
り
、
保

護
家
庭
へ
大
き
な
影
響
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

の
金
銭
的
な
援
助
も
含
め
、

応
援
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
間
、
わ
が
党
の
小

池
晃
参
議
院
議
員
が
国
会
質

問
を
行
い
、
全
国
１
２
６
３

の
福
祉
事
務
所
の
う
ち
、
３

分
の
１
に
あ
た
る
４
３
６
ヶ

所
で
親
族
に
よ
る
扶
養
が
生

活
保
護
を
受
け
る
前
提
と
い

う
違
法
文
書
が
、
申
請
者
の

親
族
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
判

明
し
、
厚
生
労
働
省
が
誤
り

を
認
め
、
是
正
を
通
知
し
ま

消費税

増
税
に
つ
い
て

所
見
は

社
会
保
障
の

充
実
強
化
に

見守りシステム

老
後
を
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に

早
期
完
成
を目指

す

防災訓練

土
砂
災
害
を

想
定
し
た
訓
練
を

実
施
の
方
向
で

検
討
す
る

Q
①
各
集
落
に
お
け
る
自
主

防
災
組
織
の
現
状
と
、
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

Q
②
10
月
に
実
施
さ
れ
た
地

震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
の

総
括
と
、
大
雨
、
洪
水
、
土

砂
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Q
③
避
難
準
備
情
報
、
避
難

勧
告
、
避
難
指
示
は
市
町
村

が
発
令
し
ま
す
が
、
本
町
の

基
準
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

小
林
町
長

A
①
27
集
落
で
自
主
防
災
講

習
会
を
行
っ
て
お
り
、
年
度

内
に
一
巡
す
る
予
定
で
す
。

組
織
の
必
要
性
、
活
動
内
容

等
を
説
明
し
、
集
落
図
面
に

避
難
経
路
等
を
記
載
す
る
机

上
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
本
年
度

中
に
４
集
落
で
結
成
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

A
②
震
度
６
強
の
地
震
を
想

定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
24
集
落
１
６
４
世
帯
、

11
事
業
所
、
10
数
団
体
で
総

計
８
６
１
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
起
震
車
、
煙
中
、
は

し
ご
車
体
験
等
も
あ
り
、
充

実
し
た
訓
練
で
し
た
。

　

次
回
は
風
水
害
を
想
定
し

た
訓
練
を
検
討
し
ま
す
。

A
③
気
象
台
が
発
表
す
る
警

報
、関
係
機
関
か
ら
の
通
報
、

河
川
が
警
戒
水
位
を
突
破
し

た
と
き
な
ど
に
勧
告
や
指
示

を
し
ま
す
が
、
一
般
的
な
基

準
し
か
定
め
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
更
に
細
か
い
発
令
基

準
を
検
討
し
ま
す
。

自主防災組織の核となる自警団（吉川）

福祉事務所

困
っ
た
と
き
に
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
に

親
切
丁
寧
な
対
応
で

し
た
。
親
族
に
よ
る
扶
養
は

生
活
保
護
法
の
要
件
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
扶
養
が
行
わ
れ

て
い
れ
ば
申
請
者
の
収
入
と

し
て
認
定
す
る
だ
け
で
す
。

若
桜
町
で
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

矢
部
康
樹
町
民
福
祉
課
長

A　

扶
養
義
務
は
、
保
護
を

受
け
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
生
活
保
護
の
申
請
時
、

世
帯
調
査
等
を
行
い
、
法
令

通
り
通
知
し
ま
す
。
扶
養
で

き
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
で
生
活
保
護
を
受
け
ら

れ
な
い
よ
う
な
扱
い
は
し
ま

せ
ん
。
若
桜
町
で
は
、
違
法

文
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

財　政

中
長
期
的
見
通
し
は

健
全
財
政
を
堅
持
し
て
行
く

福祉事務所（庁舎内）
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前住　孝行 議員上川裕見子 議員

Q　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

対
応
者
を
若
桜
町
で
は
、
近

隣
の
協
力
者
を
３
名
程
お
願

い
し
て
対
応
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
そ
の
方
た
ち
の

補
償
や
謝
金
が
な
い
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

小
林
昌
司
町
長

A　

協
力
員
に
つ
い
て
は
、

設
置
希
望
者
が
申
請
書
提
出

時
に
、
３
名
以
上
の
協
力
者

を
明
記
し
、
協
力
員
は
同
意

書
に
署
名
捺
印
を
し
て
一
緒

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
協
力
員
に
は
親
族

が
多
く
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
親
族
以
外
で
は
隣
人
や

民
生
委
員
を
頼
ま
れ
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
、
協
力
員
を

町
が
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
や
は
り
現
状
で

は
、
共
助
で
皆
が
お
互
い
に

支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

Q　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

事
業
を
周
知
し
て
も
ら
い
、

あ
る
程
度
元
気
な
う
ち
か
ら

登
録
を
し
、
必
要
な
と
き
に

サ
ッ
と
実
施
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

こ
の
制
度
を
始
め
て
か

ら
利
用
を
さ
れ
る
方
が
あ
ま

り
増
え
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

他
に
有
効
な
方
法
が
な
い
か

検
討
す
る
こ
と
も
大
切
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

昨
年
度
の
新
生
児
数
が

８
名
、
本
年
度
が
５
、６
名

と
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
胆
な
対
策
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

若
者
定
住
を
図
る
た

め
、
若
者
の
雇
用
の
場
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
企
業
誘

致
や
雇
用
の
促
進
を
図
る
方

策
、
林
業
と
地

場
産
業
の
振
興

に
よ
る
雇
用
の

場
の
確
保
な
ど

検
討
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
鳥
取

県
や
企
業
と
こ

れ
ま
で
以
上
に

連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
地
元

の
受
入
態
勢
も

整
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま

す
。

Q　

現
時
点
で
、
台
帳
の
整

備
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

高
木
政
寛
教
育
長

A　

た
く
み
の
館
の
保
管
品

は
、
寄
贈
者
、
作
品
名
が
一

覧
で
分
か
る
台
帳
を
整
備
し

ま
し
た
が
、
写
真
入
り
の
詳

細
な
台
帳
は
整
備
中
で
す
。

Q　

学
校
等
の
状
況
は
い
か

が
で
す
か
。

高
木
教
育
長

A　

旧
若
桜
小
学
校
の
美
術

品
は
た
く
み
の
館
で
す
べ
て

収
蔵
。旧
池
田
小
学
校
分
は
、

校
舎
に
残
し
て
お
り
、
検
討

中
で
す
。

Q　

公
共
施
設
等
へ
の
貸
出

し
の
考
え
と
、
開
始
は
い
つ

頃
で
す
か
。

高
木
教
育
長

A　

個
別
台
帳
整
備
を
急

ぎ
、
貸
出
し
要
綱
を
整
備
し

て
順
次
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

園
に
は
保
健
室
が
な

く
、
手
狭
な
職
員
室
の
片
隅

に
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

を
置
き
対
応
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
早

め
の
対
処
が
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。

小
林
昌
司
町
長

A　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
併
設
を

検
討
中
で
、
保
健

室
等
も
併
せ
て
整

備
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

6

これでいいの？　こども園保健室

Ｑ
Ａ一般質問 Ｑ

Ａ一般質問

Q　

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
を
公

共
施
設
で
呼
び
か
け
て
は
ど

う
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

町
民
皆
さ
ん
が
ウ
ォ
ー

ム
シ
ェ
ア
の
取
り
組
み
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
こ
の
冬

は
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
の
で
、
町
報
等

で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
例
え
ば
、

公
民
館
の
ロ
ビ
ー
と
か
で
、

Q　

以
前
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

の
表
示
を
降
ろ
し
て
は
と
い

う
質
問
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

と
き
に
「
解
体
す
る
」
と
い

う
回
答
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
構
想
は
。

小
林
町
長

A　

業
者
組
合
が
心
を
一
つ

に
な
っ
て
氷
ノ
山
を
進
め
て

い
く
「
核
と
な
る
も
の
を
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

遭
難
防
止
の
救
助
隊
、
業
者

組
合
の
事
務
局
、
あ
る
い
は

登
山
届
を
出
す
と
こ
ろ
な
ど

を
１
ヶ
所
に
ま
と
め
た
ら
ど

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
氷
ノ
山
の
夏
い
ち
ご

の
加
工
場
、
冬
は
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
と
し
て
、
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前住　孝行 議員

Q　

次
世
代
を
担
う
医
師
確

保
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

本
町
出
身
の
医
師
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
、
場
の
提
供
な

ど
医
療
体
制
確
保
と
併
せ

て
、
介
護
問
題
等
を
一
緒
に

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
本
町
の
状
況
を
住
民

に
周
知
、
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

診
療
所
開
設
や
医
師
奨

学
金
制
度
な
ど
も
、
過
疎
債

Q　

来
年
度
試
行
開
始
の
鳥

取
市
に
準
ず
る
だ
け
で
な

く
、
独
自
性
発
揮
へ
も
挑
戦

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

環
境
省
職
員
の
講
演
で
、

補
助
金
が
あ
ま
り
な
い
が
実

証
事
業
時
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス

等
の
支
援
や
政
策
支
援
が
あ

る
の
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
実
証
事

業
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

小
林
町
長

A　

法
に
国
の
再
資
源
化
促

進
へ
の
資
金
確
保
、
措
置
の

努
力
義
務
が
あ
り
、
国
へ
強

く
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
東
部
広
域
の
構
成
員

で
も
あ
り
、
問
題
提
起
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

若者定住対策

大
胆
な
施
策
は

雇
用
の
場
の確保

を

わかさこども園

急
が
れ
る

保
健
室
の
整
備

支
援
セ
ン
タ
ー
と

併
せ
整
備

ウォームシェア

公
共
施
設
で実践

を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

氷ノ山開発

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

跡
地
は

拠
点
となる

も
の
に

緊急通報システム

事
前
登
録
を
し
て
は

他
に
有
効
な
方
法
が
な
い
か
検
討
も

美術品・収蔵品

台
帳
整
備
と
貸
出
し
は

個
別
台
帳
と
要
綱
整
備
し
順
次

薪ストーブ（役場玄関ロビー）

地域包括
ケアシステム

医
師
確
保
は

積
極
的
に

取
り
組
み
た
い

小型家電
リサイクル

取
り
組
み
に

独
自
性
発
揮
を

問
題
提
起

し
て
み
た
い

の
適
用
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。医
師
確
保
の
た
め
に
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
で
の
事
業
を

考
え
て
は
い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

わ
か
さ
生
協
維
持
の
た

め
県
に
も
出
た
が
、
医
師
不

足
で
公
的
病
院
に
紹
介
す
る

の
が
精
一
杯
と
の
こ
と
。
医

療
確
保
は
大
事
、
し
っ
か
り

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

町
内
出
身
医
師
が
時
々

帰
省
し
、
お
手
伝
い
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
働
き
掛
け
て

み
て
は
ど
う
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

会
っ
て
お
話
を
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

住
民
を
巻
き
込
み
、
医

療
・
介
護
・
食
事
・
交
通
・

住
居
な
ど
の
課
題
解
決
を

練
っ
て
い
く
、
若
桜
町
ら
し

い
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

小
さ
な
問
題
把
握
の
た
め

に
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
集
会
を
開

催
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

医
療
・
介
護
施
設
、
包

括
、
ケ
ア
マ
ネ
、
地
域
団
体

等
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
と
課
題
協
議
が
大
切
と
考

え
ま
す
。
若
桜
版
シ
ス
テ
ム

構
築
の
必
要
が
あ
り
、
現
場

と
も
し
っ
か
り
話
し
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
今
日
は
薪
ス
ト
ー
ブ
を
焚

く
日
」
と
設
定
し
、
そ
こ
に

人
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
考
え

方
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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陳情書審査結果　

12月議会定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重な審査の結果、次のとおり決定しました。

番　　　号 件　　名 陳情者等 付託委員会名 審査結果

陳 　 情
第 2 3 号 浅井地区寺谷川護岸改修に関する陳情書

浅井自治会長　浅井肥佐雄
鳥取安泰（株）
　代表取締役　芝野　光広

教 育 民 生
常任委員会 採 択

陳 　 情
第 2 4 号

原子炉の再稼動に反対し、原子力に頼らないエ
ネルギー政策への転換を求める陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
　実行委員長　綱本　圭祐

総 務 産 業
常任委員会 採 択

陳 　 情
第 2 5 号

消費税の複数税率導入と新聞への軽減税率適用
に関する陳情

鳥取県朝日会、山陰中央新
報鳥取県販売店会、山陰日
経会、日本海新聞を発展さ
せる会、毎日新聞山陰専売
会、鳥取県読売会

総 務 産 業
常任委員会 採 択

陳 　 情
第 2 6 号 中原地区河川の土砂撤去に関する陳情書 中原自治会長　永原　重孝 教 育 民 生

常任委員会 採 択

請願
陳情

請願・陳情は、町民の皆さんが町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任委
員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。
詳しくは、議会事務局（☎82-2212・IP☎982-2212）にお問い合わせください。

アロイ工業
わかさ29工房
木質バイオマス事業

12月定例会に向けて

ストックヤード建設に向けて

Ｑ

Ｑ

旧池小体育館の整備は。

解体は１日３頭が限度と言っているが、それ以
上持込まれたらどうするのか。

全体の工程が遅れている。１月か２月には工
事にかかると思う。Ａ

それ以上出てきた場合、断らざるを得ない。Ａ

平成25年
11月12日

平成25年
12月5日

平成25年
11月5日

Ｑ

Ｑ

若桜木材の木質ボイラーは、いつ頃稼動するのか。

ＪＡに無料貸付けした堆肥散布機の管理は。

来年度から可能となる。

ＪＡが㈲若桜農林振興に、作業委託する。

Ａ

Ａ

総務産業 常任委員会

教育民生 常任委員会

町民福祉課
資料に基づき、これからの設計に向けての素案
として説明を受けた。

教育委員会

小中一貫校施設一体型が全国で200校あり、若
桜学園にも視察団体が増えている。

今年度の成人式より、式典後の記念行事に、懇
親会を実施する予定。

※午後より委員全員で、ＴＤＡＳ検査（物忘れ相談プ
ログラム）・ ＡＢＩ検査（血圧血流測定）・唾液アミラー
ゼ検査（ストレスチェック）を体験した。

報告

説明

委員会の様子

委 員 会 活 動 報 告

美味しい給食を！

給食センター改築工事・
厨房機器の変更契約 12月定例会に向けて平成25年

10月29日
平成25年
12月４日

教育委員会

産業観光課

・改築工事…２, ０２８, ６００円追加
・厨房機器… 　６１７, ４００円追加　　  
・工事の行程が早まり、12月27日に完了し、

平成26年１月８日には給食が提供できる。

若桜工場に、看板・自動販売機を設置。
27名を採用（内若桜在住者９名）し、現在鳥取
工場で研修中。

わかさ29工房の残渣の処理は、ペットフードと
して業者へ販売。残りの残渣は、処理業者へ委
託する予定。

説明

説明

説明

説明

町民福祉課

　社会福祉協議会も、来年度４人退職者がある。
次世代を育てるには、資格習得助成制度の拡充
が必要。

意見

WAKASA

上半期経営状況
９月に発生した食中毒

氷ノ山公共施設 調査特別委員会

Ｑ

ＱＱ

氷太くん等の営業収益や、原価率、仕入食材料
の占める割合は。

その後の状況は、どうなっているのか。食中毒の件は、後処理やお客さんの気分を損ね
ないことが大事。真っ先にトップがお詫びする
方が誠意を感じると思うが。

上期の赤字は、冬季シーズンでカバーできる
と考えており、個人の集客に努力したい。原
価率、食材については、道の駅も含め、棚卸
をするように指導している。

県に１月10日までに関係書類を提出するよう
に求められている。

79人のまとめを学生幹事が行っているので、
頻繁に様子を伺うと気分を害される恐れもあ
る。１日も早く解決したいが、交渉事なので、
請求はこちらの都合でできない部分がある。

Ａ

Ａ
Ａ

「氷太くん」の産業廃棄物不適切処理平成25年
11月21日

平成25年
12月7日

※訂正…わかさ議会だより146号Ｐ26の「Ｒ482号線
トンネル残土処理予定地」を「Ｒ482号線ト
ンネル残土処理候補地」と訂正いたします。
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

石井　健治さん
（赤松）

安東　秀憲さん
（小船）

　

季
節
は
変
わ
り
、
通
勤
、
通

学
、
除
雪
等
、
厳
し
い
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
期
議
会
だ
よ
り
編
集
も
、
最

後
に
な
り
ま
す
。
通
例
で
は
、
選

挙
改
選
の
た
め
発
行
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
委
員
会
で
協
議
の

結
果
、
12
月
議
会
の
伝
達
は
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
、
発
行
を
決
断

し
ま
し
た
。
少
し
で
も
町
民
の
皆
さ

ん
に
、
議
会
活
動
を
知
っ
て
頂
く
様

に
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

発
行
編
集
に
あ
た
り
、
数
々
の

掲
載
ミ
ス
等
あ
り
ま
し
た
が
、
お

詫
び
し
、
次
期
の
委
員
に
引
き
継

ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
委
員
構
成
の
変
更
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

愛
読
し
て
頂
く
事
を
お
願
い
し
ま

し
て
、
結
び
と
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

議　
　

長　
　

岡
本　

和
葊

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長　
　

前
住　

孝
行

�

副
委
員
長　
　

中
村　

敏
明

�

委　
　

員　
　

奈
羅
尾
寿
夫

�

委　
　

員　
　

山
本　

晴
隆
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　小船にＩターンさせて頂いて早１年と４か月が
経ちました。四季折々の変化は、以前住んでいた
場所とは比べものにならない位ダイナミックであ
り、且つ魅力的なものでした。でも、このダイナ
ミックさが時として人を困惑させる程の厳しさを
見せつけるのも事実だとわかりました。その厳し
さを“そんなもの！”と片付けるのは簡単ですが、
移住希望者がすべての事を把握しているとは限ら
ず、少しでもその戸惑いを軽減できる情報があれ
ばと常日頃から思っておりました。そんな中、移
住経験者として私たち夫婦ができる事は何だろう
と考えた時、自分たちが経験した戸惑いを、回避
策を踏まえてまとめておくことも役目だと認識し
ております。しかし、個人としてできることは限
りがありますので、町として移住者からの情報を
まとめ、環境整備をしていただけるようお願いい
たします。
　自然がいっぱいある地域で暮らしてみたい人た
ちは、日本中には多くおられると思います。そん
な方々に、他地域より若桜を選んでいただけるよ
うな活動に、微力ながらでも応援していければと
思っております。

私にできること
　早いもので。米子市より若桜町へ移住し、約１
年が過ぎました。
　生業である宝飾品、バッグ、婦人服等の卸問屋
を営むかたわら、若桜町で害獣駆除をされた鹿の
革を何とかしたいと思い、若桜町とご縁ができた
のが３年前。一昨年の４月の鹿革美容製品の発
売に続き、昨年は商工会が運営するチャレンジ
ショップ若桜へ入店し、鹿革製品の新たな商品開
発を行いました。そして、昨年11月末、道の駅向
かいに、鹿革工房「Ｄｅａｒ，Ｄｅｅｒ」をオー
プンし、併せて「若桜美人研究所」を併設オープ
ン致しました。これは、鹿革美容商品を通じ分かっ
たことですが、年齢に関係なく若桜の女性の肌が
とても綺麗で、そのイメージを「若桜美人」とし
て全国に発信すべく命名しました。鹿革を中心に
扱う事業は全国に見ても数が少なく、試行錯誤の
連続ではありますが、たくさんの方々にご支援い
ただき、現在にいたっております。この鹿革事業
が進展し、若桜の新たな観光地、そして、新たな
産業に育ち、少しでも地域へ還元できればと思っ
ています。
　今後ともよろしくお願いいたします。

鹿革事業を通して

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。
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